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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

本研究の目的は超低栄養条件下で生育する微生物を活用して未利用バイオマスを有用資源化することである。未利

用バイオマスの中でも特に木質系、廃棄物系バイオマスを栄養源として微生物による分解・変換・合成を行い、最終

的にはタンパク質、ビタミン、ミネラル等の有用物質を高効率に大量生産することを目指している。 

平成 21 年度はまず、これまで単離している酵母の基本的な増殖能力、難分解性有機物に対する分解能力について

検討した。しかしながら、活性が著しく低下しているものもあり、期待していた分解能力が得られないものもあった。

そこで約１年間をかけて、水再生センターの活性汚泥を分離源としてさらに菌株の単離を行った。酵母をターゲット

にし、難分解性有機物質を唯一の炭素源として生育する菌株が数十株得られた。これらの単離した酵母を用いて木質

系バイオマスに含まれる難分解性有機物(市販の試薬)を単一炭素源とする培地での単離菌株の増殖能力の確認を行

った。その結果、特に優れた候補菌株を 5つ選出した。候補菌株の同定を行った結果、子嚢菌系酵母および担子菌系

酵母であることが明らかとなった。また本年度、来年度をまたぎ、実際の木質系バイオマスを用いた長期分解試験を

行っている。候補菌株が木質系バイオマスの分解に現実に利用可能か判断するために、わら、おがくず等の実際の木

質系バイオマスを用いた長期分解試験を並行して行っている。したがって本年度の研究により未利用バイオマスを有

用資源化に向けて候補菌株の絞込みが行え、また長期分解実験により大変意義のある成果を得ることができた。  
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12. 研究成果による産業財産権の出願・取得状況 
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13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


